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１０
月
１４
日
、
町
総
合
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
、
第
４２
回
町
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
各

分
団
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

成
　
績

▽
団
体
の
部

優
勝

　
第
３
分
団

準
優
勝

　
本
部
分
団

第
３
位

　
第
４
分
団

▽
個
人
の
部
（
優
秀
選
手
）

指
揮
者　
長
濵　
英
紀（
第
３
分
団
）

１
番
員　
金
原　
　
寛（
第
４
分
団
）

２
番
員　
山
﨑　
佳
太（
第
３
分
団
）

３
番
員　
鹿
村　
修
一（
本
部
分
団
）

４
番
員　
柳
父　
勝
徳（
本
部
分
団
）

　
消
防
団
と
は
、
そ
の
地
域
に
「
住

ん
で
い
る
」「
働
い
て
い
る
」
人
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
の
消
防
機
関

で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
自
分
た
ち
で
守
り
た
い
」
と
い

う
心
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
消
火
活
動
や
救
助
活
動
だ
け
で

な
く
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

防
火
活
動
や
応
急
手
当
の
知
識
や
技

術
な
ど
を
よ
り
多
く
の
人
に
習
得
し

て
も
ら
う
た
め
の
普
及
活
動
な
ど
、

誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

消
防
団
と
消
防
署
と
の
違
い

　
「
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
」
消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た

効
果
的
な
消
火
活
動
・
救
助
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て
消
防

署
に
勤
務
す
る
消
防
職
員
と
は
異
な

り
、
消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
分
の

仕
事
を
し
な
が
ら
、
火
災
や
大
規
模

災
害
発
生
時
に
、
自
宅
や
職
場
か
ら

災
害
現
場
な
ど
へ
駆
け
つ
け
る
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

入
団
資
格

○
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る

　
男
女

○
１８
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

活
動
内
容

○
火
災
予
防
活
動

○
火
災
消
火
活
動

○
水
防
活
動

○
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

○
定
期
的
な
消
防
団
員
と
し
て
必
要

　
な
教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限

令
和
２
年
２
月
３
日（
月
）

待　
遇

○
報
酬

　
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
と

な
り
、
階
級
に
応
じ
た
年
俸

　
（
一
般
団
員
で
年
額
６
万
１
千
円
）

○
退
職
報
償
金
制
度

　
勤
務
年
数
に
よ
り
支
給

　
（
一
般
団
員
５
年
で
20
万
円
）

○
公
務
災
害
補
償
制
度

○
研
修
制
度

○
被
服
貸
与

○
表
彰
制
度

問
総
務
課　
　

撒（
５７
）４
１
１
２

自
分
た
ち
の
町
は

　
　
　
自
分
た
ち
で
守
る
！

消
防
団
員
募
集

厳しい訓練の成果を発揮 !!

　　　第４2 回 町消防団ポンプ操法競技大会

▲優勝した第３分団の皆さん


